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調べる力を伸ばすための実践的指導力の育成
― 「パスファインダー」の作成を用いて ―
１．本論の目的
　平成29年版小学校学習指導要領国語において，〔知識及び技能〕の内容に「情報
の扱い方に関する事項」が新設された1）。情報化の進展に伴い，大量な情報の中か
ら必要な情報を取捨選択し適切に活用する力，すなわち情報活用能力が求められて
いる。情報活用能力を育成するためには，様々な資料や情報が整備されている学校
図書館を活用した探究的な学習が必要である。探究的な学習の指導を行うためには，
調べる力を伸ばすための実践的指導力を備えた教員を養成しておくことが重要にな
る。
　本論では，調べる力を伸ばすための実践的指導力育成について，「パスファイン
ダー」の作成を用いて考察を行う。
２．調べる力を伸ばす４つの過程
2.1　国語科学習指導における「情報活用能力」の育成
　国語科学習指導における「情報活用能力」育成の現状は，どのように捉えること
ができるのであろうか。情報活用能力調査（平成25年10月～平成26年１月実施）の
結果，児童の「情報活用能力」について，次のような傾向があることが明らかになっ
た。（引用中の下線は論者が添えた。以下同様）2）
　　小学生について，整理された情報を読み取ることはできるが，複数のウェブペー
ジから目的に応じて，特定の情報を見つけ出し，関連付けることに課題がある。
また，情報を整理し，解釈することや受け手の状況に応じて情報発信すること
に課題がある。
　課題として，「特定の情報を見つけ出し，関連付けること」「情報を整理し，解釈
すること」「受け手の状況に応じて情報発信すること」が指摘されている。
　求める情報を検索するためには，自らの課題を的確に表す言葉を選ばなくてはな
らない。そして，課題解決のために多様な情報の中から必要な情報を収集・選択し
考えを深めていく。情報を検索しそれが自身の求める情報であるかどうかの判断に
は，その情報が意味するところを読み取り理解しなくてはならない。さらに知識と
して構成したものを吟味しながら，筋道の通った言葉として発信していくのである。
　上記の課題を解決するためには，言葉を学習対象としている国語科において，自
德　永　加　代
26
分の課題解決に必要な本や資料を探し，それらから必要な情報を取り出し，目的に
応じて引用するなどして，自分の考えをまとめたり発信したりする学習が必要とさ
れているといえよう。
2.2　探究的な学習と学校図書館
　平成29年版小学校学習指導要領国語「Ｃ読むこと」領域における言語活動例には，
次のように例示されている3）。
第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年
ウ　学校図書館などを利用
し，図鑑や科学的なことに
ついて書いた本などを読み，
分かったことなどを説明す
る活動。
ウ　学校図書館などを利用
し，事典や図鑑などから情
報を得て，分かったことな
どをまとめて説明する活動。
ウ　学校図書館などを利用
し，複数の本や新聞などを
活用して，調べたり考えた
りしたことを報告する活動。
　どの学年にも「学校図書館を利用して」という文言が入っており，図鑑や本をも
とに調べる活動が重視されている。特に〔第５学年及び第６学年〕の「複数の本や
新聞などを活用して，調べたり考えたりしたことを報告する活動」に注目したい。
つまり，小学校段階から，学校図書館を利用して情報を収集，選択，吟味してまと
め，情報から得たことを発信する探究的な学習が求められているのである。「複数
の本や新聞など」とあるように，本や新聞のほかに，雑誌，パンフレット，視聴覚
資料，インターネットなど，自分が必要とする情報をどのように検索していくのか
という調べる力をつけることが重要になる。
2.3　探究的な学習過程と指導
　探究的な学習過程について，「平成29年版小学校学習指導要領解説　総合的な学
習の時間編」では，次のように述べている4）。
　　探究的な学習とするためには，学習過程が以下のようになることが重要である。
　　①【課題の設定】体験活動などを通して，課題を設定し課題意識をもつ
　　②【情報の収集】必要な情報を取り出したり収集したりする
　　③【整理・分析】収集した情報を，整理したり分析したりして思考する
　　④【まとめ・表現】気付きや発見，自分の考えなどをまとめ，判断し，表現する
　この４つの過程は，まさに，調べる力を伸ばすためのプロセスモデルといえよう。
探究的な学習では，調べる方法を身に付けさせることが重要になる。したがって，
学校図書館を活用して，「何を調べたいのかをはっきりさせるためのキーワードの
設定」「調べるために必要な文献等を見つけだすこと」「目次や索引を活用して，必
要な情報がどのページに掲載されているのかを特定すること」など，調べる力を伸
ばすことを意識した指導が必要になる。
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　稲井達也（2015）は，探究的な学習について，次のように述べている5）。
　　授業者が学習の見通しをもつことは大切であるが，予め単元の内容に関わる知
識のすべてを知り得ることは難しい。学習者の疑問の解決のためには，解決の
手立てを教えるとともに，学習者が収集した情報を吟味したり取捨選択する際
に指導助言することは可能である。情報の妥当性や信憑性についても，学習者
とともに評価したり考えたりすることが大切である。（中略）探究的な学習では，
学習者に学び方を身に付けさせるため，学習者自身にも学習過程を認識させる
ことが大切である。
　稲井達也は，探究的な学習過程において，指導者が「学習者が収集した情報を吟
味したり取捨選択する際に指導助言すること」「情報の妥当性や信憑性についても，
学習者とともに評価したり考えたりすること」「学習者自身にも学習過程を認識さ
せること」を重視している。この３点は，調べる力を伸ばすために必要な指導力で
ある。指導者自身が，学校図書館メディアについて熟知し，情報を比較したり吟味
したりしながら，情報を取捨選択する力を身に付けておかなければならない。
３．「パスファインダー」とは
3.1　「パスファインダー」の定義 
　「パスファインダー」は，マサチューセッツ工科大学の図書館において最初に考
案された。1969年，MariePCanfield が，「初学者の即時のニーズに応えるさまざ
まなタイプの基本資料をコンパクトにまとめたリストであり，利用者の文献検索を
一歩ずつ支援するツール」として，利用者向けのリーフレットを作成したのが端緒
である。その目的は，次の７点である6）。
　１．入門的な情報を入手するためのチェックリストである。
　２．様々なタイプの情報源を提供する。
　３．特定のトピックに焦点を当てたものである。
　４．文献検索の初期段階における利用者を手助けするように工夫されている。
　５．利用者の時間を節約する。
　６．主題知識の乏しい利用者のためのガイドである。
　７．網羅的な主題書誌ではない。
　鹿島みづき（2012）は，「パスファインダー」を「利用者が特定の主題に関する
情報収集を行う際の最初のとっかかりとなる，図書館が提供する情報資源のガイド，
もしくは要チェックリストのようなもの」と定義している。そして，単なるリスト
ではなく，以下の特徴を持つと述べている7）。
　・特定の主題に特化している。
　・基本的な情報資源をコンパクトにまとめてある。
　・情報収集の初期段階を一歩ずつ支援する。
　・網羅的な主題書誌ではない。
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　このように，「パスファインダー」は，関連する資料や情報を網羅的に記載する
のではなく，新たな情報を探しだしていくために，様々な情報を例示する。つまり，
利用者が関連する情報を主体的に収集できるように作成された検索ガイドである。
　近年，公共図書館において，子ども向けの「パスファインダー」が作成され，ホー
ムページによって公開されるなど，広がりを見せている。
資料１　 星座をテーマに受講生の作成した「パスファインダー」
の表紙
　【資料１】は，
受講生が作成し
たリーフレット
型「パスファイ
ンダー」の表紙
である。テーマ，
リード文，調べ
るためのキー
ワード，パス
ファインダーの
使い方を書いて
いる。調べる力
を伸ばすために
は，まず，学習
者にとって興味
関心の高い課題
を設定し，調べ
ようとする動機
づけをする必要
がある。受講生
が考えたキャラ
クターのスター
くんが紹介する
ことにより，学
習者が興味を
もって学習に取
り組めるよう工
夫している。こ
の「パスファイ
ンダー」は，受
講生から一番評価が高かった。
　中面【資料２・３】には，調べたいことの情報を集めるための百科事典や図鑑，テー
マに関するいろいろな分野の図書，裏表紙【資料４】には，新聞，雑誌，インター
ネットの情報やそのテーマにかかわりのある施設も紹介している。
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　このように，「パスファインダー」には，新たな情報を探しだしていくための様々
な情報が例示してある。「パスファインダー」は，テーマについての基本資料の一
部や調べ方を紹介した手引きであり，資料探索の道しるべとも言える。
3.2　児童生徒にとっての「パスファインダー」の有効性
　北海道石狩管内高等学校図書館司書業務担当者研究会は，児童生徒にとっての「パ
スファインダー」の有効性について，次のようにまとめている8）。
　
　　①主体的な資料・情報の収集
　　　パスファインダーに示された方法に従ってたどっていくことで，自分の力で
必要な資料・情報を獲得できるということは，児童生徒にとって大変大きな魅
力の一つであるといえるでしょう。
　　②メディア活用能力の育成
　　　さまざまな授業や調べ学習等に応用して使われることによって，図書館での
情報検索法を習得していくことができます。
　　③読書領域の広がり
　　　パスファインダーを使って資料を探していくうちに，例示された図書以外の
さまざまな図書に出会い，興味・関心のある図書を見つけ出すことができます。
　「パスファインダー」は，あるテーマについての本（図鑑，百科事典含む）や雑誌，
新聞，インターネットなど，情報源となるメディアについて整理されている。主体
的に資料や情報を探すためのナビゲーション的な機能を果たすものであり，多様な
情報をどのような順序によりどのように探していけばよいのかが示されている。
　児童生徒が司書教諭や指導者の作成した「パスファインダー」を活用することに
より「①主体的な資料・情報の収集」について理解し，「②メディア活用能力の育成」
につながり，「③読書領域の広がり」への契機となるであろう。
　その一方，「パスファインダー」を活用することは，司書教諭や指導者が提供す
る情報をたどることだけに終わってしまう可能性もある。本来「パスファインダー」
は，利用者がそこに示されている手段に従って，自分の必要な資料を自分で発見で
きるように作られている。したがって「パスファインダー」の意味や活用法を学習
者に十分理解させて活用していくことが重要になる。
　そのためには，指導者自身が「パスファインダー」を作成することを通して，あ
るテーマに対する情報源をどのような手順により，どのように探していけばよいか
を体験しておくことが必要である。
3.3　先行研究における「パスファインダー」作成の有効性の考察
　村上詠子（2008）は，大学生の司書教諭受講者に対して，レポート・論文作成の
ための準備過程において，個々に「リーフレット型パスファインダー」を作成させ，
学生の情報活用能力について考察を行った。作成過程において，情報収集能力，情
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報検索能力，情報活用能力が身に付くことが明らかになったと指摘している9）。
　工藤邦彦（2014）は，大学生の司書・司書教諭養成において「図書館パスファイ
ンダー」作成演習を行った。受講者の所感から「作成演習を通し，図書館が所蔵す
る多様な情報資源の存在を認識し，主題に則した情報探索手順を理解したことが分
かった」と論じている10）。
　このように，「パスファインダー」の作成を通して，情報検索について理解し，
大学図書館の多様な情報源を有効に活用できるようになることが明らかにされてい
る。
　本論では，このような先行研究の成果を踏まえ，調べる力を伸ばすための実践的
指導力育成について，「パスファインダー」の作成を用いて考察を行う。
４．「パスファインダー」の作成を用いた実践的指導力の考察
　以下，論者が，こども学科，司書教諭課程の講義「学校経営と学校図書館」にお
いて，大学３回生（46名）を対象に行った「パスファインダー」の作成を用いて調
べる力を伸ばす実践的指導力について考察を行っていく。
4.1　「パスファインダー」作成の概要
〔活動名〕学習に役立つ「パスファインダー」を作ろう
〔活動目標〕「パスファインダー」作成を通して，情報探索のスキルを身につけ，調
べる力を伸ばす実践的指導力を身につける。
〔作成の手順〕探究的な学習の指導過程をもとに【検索課題の設定】【情報の収集】【整
理・分析】【まとめ・表現】の４つの過程を設定した。具体的な手順
は，次のとおりである。
作成過程 活動内容
検索課題の設定 ・「パスファインダー」について理解する。
・対象者を意識した興味関心が高まるテーマにする。
・テーマについての検索語となるキーワードを設定する。
情報の収集 ・テーマに関連する様々な情報メディア（百科事典や図書，新聞，雑誌，
パンフレット，リーフレット，Web サイトなど）を探す。
整理・分析 ・情報を比較して評価し関連づける。
まとめ・表現 ・相手意識を明確にし「パスファインダー」の形式にまとめる。
　今回の「パスファインダー」の作成を行うまでは，全員が「パスファインダー」
を知らなかった。そこで，まず，「パスファインダー」について理解するために，
袖ケ浦図書館11），岩手県立図書館12），岩見沢市立図書館13），帯広市図書館14）の作成
した「子ども向けのパスファインダー」を紹介し，特徴を理解させた。「パスファ
インダー」に紹介されている図書，新聞，雑誌，視聴覚メディア，電子メディアの
種類や特徴を知ることにより，「情報・メディアの種類や特性を知る」とともに「情
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報・メディアの利用法」を確認する。学習の最終形態をイメージさせることもでき
た。
　パスファインダー作成上の留意点として，次の３点を指導した。
　①利用対象者を決めて，具体的なテーマを設定すること。
　②資料や情報はすべて記載できないため，何を掲載するかよく考えること。
　③編集の仕方やレイアウトを工夫して読みやすくすること。
4.2　「パスファインダー」の構成
　「パスファインダー」は１枚のリーフレットとして作成する。A4の用紙の表と裏
を使用し，４ページを割り当て二つ折りにし見開きにする。受講生が読みやすいと
判断した「帯広市図書館パスファインダー子ども向け」を参考に作成した各ページ
に記載する内容は，次のとおりである。
１ページ（表紙）　
　・テーマ :「パスファインダー」が扱う学習者の興味関心を高める主題。
　・リード文：主題についての説明。
　・調べるためのキーワード：関連する資料や情報を集める手がかり。
　・パスファインダーの説明：使い方のヒント。
　・作成年月日，作成者
２・３ページ（中面）　
　・ステップ１：テーマについて大まかに知る参考図書
　・ステップ２：深く詳しく知るための図書
　　　　　　　　（本の題名・作者名・出版社・出版年・おすすめポイント）
４ページ（裏表紙）
　・ステップ３～６：幅広く調べるための様々な情報　
　　　　　　　　　　新聞，雑誌，パンフレット，リーフレット，視聴覚資料，Web
サイト，近隣の博物館・資料館など利用できる関連施設
4.3　「パスファインダー」作成における【情報の収集】【整理・分析】の考察
　「パスファインダー」の作成における【情報の収集】【整理・分析】について考察
する。吹き出しによって示したのは，論者による説明である。
　まず，利用対象者を決めて，学習に役立つ具体的なテーマを設定する。検索課題
の設定である。調べる力を伸ばすためには，学習者にとって興味関心の高い課題を
設定し，調べようとする動機づけをする必要がある。利用者が「パスファインダー」
を使うことによって得られる効果をイメージしながら，テーマを絞り込んでいく。
　次に，キーワードの設定を行う。キーワードは検索語になる。テーマの中心とな
る言葉をできるだけ多方面から考えることが重要になる。
　そして，キーワードを基にテーマに関連する様々な情報メディア（百科事典や図
書，新聞，雑誌，パンフレット，Web サイトなど）を探し，情報を比較して評価
し関連づける。テーマについてどれくらい興味を引き付けるのかが基盤となる。
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　【資料２】のように「ステップ１　まずはこれで調べてみよう！」では，星につ
いて幅広くおおまかに知ることのできる百科事典や図鑑を選んでいる。テーマにつ
いての理解を促すものとなっているといえよう
　「ステップ２　もっと調べてみよう！」では，テーマについて詳しく深く知るこ
とができる図書を８冊選び，書名・著者名・発行年・おすすめの言葉を記入してい
る。星座というテーマに対して子どもの知識と興味がより一層広がる絵本，図鑑，
入門書など，多岐にわたるよう意識して選書している。
資料２　星座をテーマに受講生が作成した「パスファインダー」の中面
テーマを理解するため
に必要な参考図書。 
・『小学館の図鑑ＮＥＯ
星と星座』全 88 星座の
知識を、美しいビジュア
ルで楽しく学べる。 
・DVD付きの『学研の図
鑑ＬＩＶＥ 第 16 巻
星・星座』天体観測の見
どころ情報が満載。 
・『星と宇宙 クイズ図
鑑』クイズで、遊びなが
ら学べる。 
・『さがせ！宇宙の生命
探査大百科』探査や研究
を紹介しながら、宇宙の
生命とはなにか、その起
源や謎に迫る。 
詳しく深く知ることが
できる図書。 
・『写真で見る 星と伝
説』それぞれの星座のく
わしい解説、見つけ方な
どを掲載。 
・『星と星座のふしぎえ
ほん』星座とその伝説、
惑星の特徴を楽しい絵
や図で紹介。 
・『１２星座とギリシャ
神話の絵本』星座入門絵
本。星座をみつけるコ
ツ、夜空に秘められた伝
説など、星座入門絵本。
・『はじめての星座かん
さつ』星や星座に興味を
もった子どもにいちば
んわかりやすい入門書。
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　【資料３】のように「その他にも」として，学習がさらに深められるように，望
遠鏡の使い方を解説している図鑑，ポケットに入れて活用できる図鑑，宇宙画像と
CGイラストで解説する宇宙図鑑も紹介している。
　このように，テーマに沿った図書や図鑑を探すことにより，学習活動を想定した
選書の力を培うことができるようになるのである。つまり，学習者が収集した情報
を吟味し取捨選択する際に指導助言する力をつけることになる。
詳しく深く知ることが
できる図書。 
・『どんどんめくっては
っけん！うちゅうのふ
しぎ』しかけをめくって
遊びながら宇宙の不思
議を学べる絵本。 
・『こども天文検定３
星と銀河』銀河系と宇宙
についてテーマにした
問題を出題している。 
・『星座の伝説大図鑑』
ギリシア神話にまつわ
る星座の伝説を、リアリ
ティーあるイラストと
ともに紹介。 
・『すぐに見つかる星座
図鑑』季節の星座の見つ
け方、星座にまつわる神
話を解説。 
さらに幅広く知ること
ができる図書。 
・『観察ブック見える！
さがせる！星・星座』観
察を主眼に置いた、星と
星座の図鑑。望遠鏡の使
い方なども解説。 
・『新ポケット版学研の
図鑑（12）星・星座』コ
ンパクトサイズの実用
的な児童向け図鑑。情報
満載のとてもわかりや
すい天体観測の入門書。
資料３　星座をテーマに受講生が作成した「パスファインダー」の中面
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　【資料４】のように「ステップ３　新聞・雑誌で調べてみよう！」では，テーマ
に関する新聞記事や雑誌を比較・評価して情報を収集し，選ぶことになる。
　「ステップ４　視聴覚資料（DAD）で調べてみよう！」では，わかりやすく具体
的なイメージがつかめるように視聴覚資料（DVD）を紹介している。プラネタリ
ウムを１冊に凝縮したような美しいビジュアル図鑑や星空観察をするのに役立つ星
座早見盤のついている図鑑，スマホやタブレットを本にかざすと３Ｄ映像が飛び出
すAR搭載の新タイプの図鑑など，学習者の興味関心を高める選書をしているとい
えよう。
　「ステップ５　インターネットで調べてみよう！」では，新聞記事「夜空彩る　
ペルセウス座流星群」（朝日新聞2018年８月13日）に関連しているWeb サイト『ペ
ルセウス座流星群2018（国立天文台）』を紹介している。国立天文台は，世界最先
端の観測施設を擁する日本の天文学のナショナルセンターである。信憑性などに注
意し，公的機関などの信頼性の高い情報提供を意識していることがうかがえる。
　このように，新聞や雑誌，視聴覚資料，ホームページ等も情報として有効である
ことを理解し，複数の情報を比較，評価して掲載している。多様な情報源から資料
インターネット情報。 
新聞記事に関連するWeb
サイト『ペルセウス座流
星群２０１８（国立天文
台）』国立天文台は、世
界最先端の観測施設を
擁する日本の天文学の
ナショナルセンター。 
テーマに関する新聞、雑
誌。 
2018年8月 13日「夜空
彩るペガサス流星群」
（朝日新聞）2018 年 9
月号「星ナビ」のように、
最新の情報を選んでい
る。 
視聴覚資料。 
『講談社の動く図鑑Ｍ
ＯＶＥ 星と星座』に
は、星座早見盤がついて
いるので、星空観察に役
立つ。『ビックリ ３Ｄ
図鑑 宇宙』は、無料の
AR アプリをダウンロー
ドして、本にかざすと、
手の上で太陽系や火星
探査車を見ることがで
きる。 
 
資料４　星座をテーマに受講生が作成した「パスファインダー」の裏表紙
35
を探索して関係づけていくことを通して，調べる力をのばすために必要な情報の収
集，整理・分析の方法について理解するようになっていく。情報の妥当性や信憑性
について，学習者とともに評価したり考えたりする力になるのである。
4.4　作成した「パスファインダー」に対する評価の考察
各ページにかわいい絵があり、星座について
もっと調べてみたいと思えるものでした。本
や映像、新聞もたくさん紹介してあり、子ど
も が 自 分 で 探 す た め の 情 報 が た く さ ん あ り
ました。（N より） 
オ リ ジ ナ ル キ ャ ラ ク タ ー の ス タ ー く ん が と
ってもかわいらしくて目に入りました。星座
に 関 す る イ ラ ス ト も す べ て 丁 寧 な う え 上 手
で、見ていてわくわくしました。本の紹介が
た く さ ん 載 っ て い る の で お 気 に い り の 一 冊
が見つかりそうだと思いました。（K より）
星 座 に つ い て の イ ラ ス ト が た く さ ん あ っ て
とても見やすいと思いました。いろんな本や
図 鑑 に つ い て の 説 明 が 書 い て あ っ て わ か り
やすいです。カラフルでかわいいので、子ど
も た ち に も た く さ ん 見 て も ら え る と 思 い ま
した。（T より） 
イ ラ ス ト が 豊 富 で 見 て い て と て も 楽 し く 感
じました。資料の情報も多いことから、星に
関 し て ど ん ど ん 興 味 を も っ て 学 習 が 進 め ら
れそうだと思いました。丁寧さが伝わるとて
も良いものだと思います。（M より） 
資料５　 星座をテーマにした「パスファイン
ダー」に対する評価
　「パスファインダー」について
相互評価を行った。【資料５】は，
受講生から一番評価が高かった星
座をテーマにした「パスファイン
ダー」【資料１・２・３・４】の
評価の一部である。
　「いろんな本や図鑑についての
説明書いてあってわかりやすい」
「星に関してどんどん興味をもっ
て学習が進められそうだ」「お気
に入りの一冊が見つかりそうだ」
「子どもが自分で探すための情報
がたくさんありました」のように，
「パスファインダー」には，どの
ような情報を収集し，整理してま
とめていくのがよいかを理解して
いることがわかる。情報検索の効
率を上げるための資料になってい
るととらえている。
　「星座についてのイラストがた
くさんあってとても見やすい」「オ
リジナルキャラクターのスターく
んがとってもかわいらしくて目に
入りました」「各ページにかわい
い絵があり」のように，読みやすくわかりやすさも大切であることに気づいている。
　このように，作成者の意図を考えながら評価することを通して，調べる力をつけ
るためには，自分の情報の選び方，表現の仕方を再認識していくことが不可欠であ
ることを学ぶのである。
５．「パスファインダー」の作成により「身につく力」
　最後に出来上がった「パスファインダー」を相互評価した後，作成過程において
どのような力が身につくかをメタ認知させた。【資料６】プロセスを省察すること
を通して，調べる力を伸ばす実践的指導力について考える活動といえよう。学習者
自身に学習過程を認識させる力をつけることにつながるのである。
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資料６「パスファインダー」を作成するときにつく力
表１　「パスファインダー」の作成を通して身につく力　（　）の数字は人数
調べる力を伸ばす
学習過程
受講生が考えた「パスファインダー」の作成を通して「身につく力」
《検索課題の設定》
　⇒興味関心が高まる
テーマにする。
・身近なところから疑問や不思議を見つけ出す力
・子どもたちがどのようなことに興味があるのかを考える力
・テーマから何を調べ，得るのか考える力
・テーマから何を連想できるかを考える力
《キーワードの設定》
　⇒テーマについての
検索語を考える。
・キーワードを見つける力（3）
・テーマに関連するキーワードを選別する力（2）
・関連することを想像する力（2）
・一つの物事について様々な視点から考える力
・調べる項目を整理する力
《学習計画を立てる》
　⇒学習の見通しをも
つ。
・調べる方法を見つけ出す力（2）
・情報の集め方を考える力
・ゴールから調べる手順を考える力
・どのような順序で深めていくのかを考える力
・子どもたちが学びをどう広げていくのか，どういう視点で調べていく
かを考える力
《情報を検索する》
　⇒様々な情報メディ
アを活用する。
・資料を調べるための検索力（6）
・テーマに関連する図書を検索する力（2）
・様々な情報メディアについて知る力
・幅広く調べたりポイントをしぼって詳しく調べたりする力
・その物事について満遍なく学べるようなものを探す力
《情報を収集する》
　⇒関連性を重視して
選書する。
・テーマに沿った情報収集能力（6）
・児童の発達段階に合わせて選書する力
・学びが深まるような本を選書する力
《情報を整理・分析す
る》
　⇒情報を比較して評
価し関連づける。
・情報をまとめる力（3）
・必要な情報を選び，理解する力（2）
・物事の関連性をしっかりと理解する力（2）
・情報を整理して取捨選択する力
《情報をまとめて表現
する》
　⇒相手意識を明確に
する。
・より見やすいレイアウト，色，文字の大きさを考える力（17）
・本の内容を要約する力（15）
・読み手のことを考えて作成する力（4）
・わかりやすく情報をまとめ，表現する力（2）
　受講生が考えた
「パスファイン
ダー」を作成する
ときに身につく力
（受講生の記述を
論者がまとめた）
は，【表１】のと
おりである。
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６．調べる力を伸ばす実践的指導力育成の成果と課題
　「パスファインダー」は，学習者が学校図書館の多様な情報資源を用い，特定の
主題について探索するためのナビゲーションツールである。今後求められる「学習
支援の手立て」として，需要は高まっていくであろう。
（1）成果
　これらの考察の結果，受講生は「パスファインダー」の作成を通して，自らが情
報検索能力を高める必要性に気づき，次の３つの調べる力を伸ばす指導力を身につ
けたことが明らかになった。
①学習者が収集した情報を吟味し取捨選択する際に指導助言する力
②情報の妥当性や信憑性について，学習者とともに評価したり考えたりする力
③学習者自身に学習過程を認識させる力
（2）課題
　今後の課題として，さらに次の２つの指導力を備えておく必要がある。
①目的や必要性を感じられる課題を学習者に設定させる力
　表現したものを伝え合い，それをもとに新たな課題を設定していく。
②得た情報やそれに基づいて考えたことをまとめて表現させる力
　相手意識をもち自分の考えが明確に伝わるように工夫する。
　探究的な学習活動を体験することを通して，調べる力を伸ばす実践的指導力を高
めていきたい。
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